
鉱物学教室は東大の中でもっとも小さな教室で

あり,理学部でもあまり表だった立場になること

もなく定年を迎えられるのではないかと思ってい

ました。ところが,最後の 1年に理学部会計委員

長の大任をはたさなければならなくなり,仕事の

しめくくりと,次の活動の場を探すべきであった

期間が,あ っという間に過ぎ, 3月末日を迎えて

しまいました。小間冨1委員長,司計・会計両掛長

をはじめ理学部の皆様に大変お世話になり,よ う

やく任期を無事終えることができはっとしている

ところです。

理学部教授会では,積極的に発言すると何かの

委員に選出される確率が高くなるということがあ

るようですが,理学部教授会で発言しなければな

らなくなったのは,大学院重点化にともなう小教
室への影響が大きかったことも一つの原因と考え

られます。助手になってすぐの 3年半を,米合衆

国ジョンズ・ホプキンス大学と米国内務省地質調

査所への休職出張とに,講師になってすぐの2年

弱を米航空宇宙局 (NASA)有人宇宙飛行セン
ター (現ジョンソン宇宙センター)への出張に国

外で過ごしましたので,あ まりこの頃は理学部の

お役には立てませんでした。助教授の頃は院生の

時に指導していただいた定永 。竹内両教授のもと

小教室での33年間
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での 1人の助教授であったため,理学部の各種委
員会には多〈顔を出す機会がありました。教務委

員会や百年史編集委員会などでは大した問題も発

生せず過ごせたのは幸いでした。

ガヽさな教室の存続にかかわる問題にまき込まれ

[「墨撃套:異蜃E彗響量管貨曇里1循轟島重基●|,
原案)作成のための理学院計画委員会基幹理学院
小委員会の委員と,地球物理学施設の地球物理学

教室への移行と,地球惑星科学教室への改組に関

連して企画委員会の1委員になってからです。昨年

実現した生物科学専攻のように,地球科学関係専

攻でも地球科学大専攻をつくるという案が検討さ

れました。はじめは施設と合併した地球物理学教

室が地球惑星科学教室を名のるということで議論

が始まりました。我々の鉱物学教室では,第 2講

座が団体惑星物質科学講座としてすでに惑星科学

発展の初期から活動してきていましたので,おだ

やかでないものがありました。結局は地球惑星物

理学科 (地惑物)と 気候センターが出来ただけ

ξし:彎1学

大専攻はそのまま案 として消えて行 (b

このような大連合を組んだ時に伝統的な系符を

持つ小専攻はどうあるべきかという点について,

基幹理学院小委員会の委員の先生方は次のように

小教室の存在について認識して下さいました。先

端的学術的研究はぅ しっかりしたディシプリンを
持つ小分野があってはじめて可能なものであっ

て,あ る時代の傾向で大きなものにくくってしま

う.と ,その後分野が均質化してしまい,次の時代
の新しい学際的研究に対応できなくなるという考

えが大切だとされました。鉱物学はょく動物・植

物・鉱物というように,自然史科学の一つの柱で
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あります。新興のアメリカ合衆国の分類では地球

科学の一つにまとめられてしまいましたが,イ ギ

リスなどの分類では,大英自然史博物館の地球科

学部門の分類に代表されるように,地球惑星科学

は鉱物学部門と古生物学部門の二つにわかれ,岩
石学,鉱床学,地球化学,隕石学はすべて鉱物学

部門に属しています。

ともあれ,現実に進行してできた大学院重点化

した理学系研究科は,理学部教授会で合意された

基幹理学院第二次素案とはかなり違ったものであ

りました。それにもかかわらず我々が重点化実現

に努力したのは, とにかく大学院重点化するのが

理学部の急務であり,それ以後も講座定員,講座

制度などは以前のものを運用面で続けて行けると

いう合意を信じたからであります。われわれも積

極的に協力し,定員を持ち出しての広域理学大講

座に「惑星物質進化論大講座」を提案し,関連委

員会のヒアリングの投票で 1位にランクされまし

た。

しかし,後になって重点化した時の定員表 (東

京大学理学系研究科大学院・理学部の再編整備 ,

平成 4年 1月 14日 )を見ますと,新制大学院発足

以来,小教室に認められていた助教授定員 (昭和

56年 4月 1日 の教官配当定員表)が 1名 削減され

ていました。新しい定員配分表は理学部人事を円

滑に進めるため必要なことはもとよりよく知って

いるつもりであります。結局のところ,この助教

授定員は内部借用 ということで終着をみました

が, 1つのディシプリンを守り発展させる小教室

にとって,この 1名 の定員は重要であります。鉱

物学教室は私が退官 します と一気に若がえりま

す。

この一文を書かせていただく機会に,こ の内部

借用が不良借用として扱われないよう,最後にお

願いをする次第であります。

武田弘先生は,鉱物学,結晶学,さ らには惑星

物質科学などの分野において多くの先駆的な輝か

しい業績をあげられました。約25年前, 日本では

ほとんど研究者のいなかった隕石 。月試料の研究

を手がけられ,鉱物学の発展の一つの方向を示さ

れ,現在では講座名・書名など一般的に使われて
いる「固体惑星物質科学」を提唱され,その分野

の発展とともに歩んで来られました。例えば,炭

素質隕石から原始的エコン ドライトヘの物質進化

過程の提唱,ダイヤモンドを含むことで有名なユ

レーライト隕石の研究とそれに基づ くユニークな

生成モデル構築,特に,長年に亙るHEDエ コン

ドライト隕石の研究は国際的にも非常に高く評価

されており, この隕石グループの研究は,ほ とん

田賀井 篤 平 (天文学専攻)

ど先生によって発展させられてきたと言っても過

言ではありません。母天体の原始地殻の形成進

化,その内部構造のモデルは,実際に, この隕石

グループの母天体であると言われている小惑星ペ

スタのリモー トセンシングによる観測により見事

に実証されました。欧米以外の研究者が提唱した

名前が採用されることが少ないなかで,先生が提

唱されたHED隕石という呼び名が定着している
ことが,先生の活躍を物語る一つと言えます。月

の物質研究では,ア ポロの試料と南極から回収さ

れた月からきた隕石との比較を行い,ア ポロ以降

の月研究をリー ドされ世界的にも高い評価を得て

おリアポロ10周年の昭和54年には,米国航空宇宙

局(NASA)か ら特別表彰を受けておられます。

送 る 言 葉
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